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平成 8年度資源管理型漁業推進総合対策事業（管理計画策定

調査）ヒラメの資源調査 

  

岡﨑孝博・渡辺健一 
  

目的 

 徳島県沿岸におけるヒラメ資源について，平成 5～7 年度の天然資源調査に引き続き，平成 8 年度は

これまでの調査を一部継続するとともに，不十分であった箇所については補完的な調査を行った。得ら

れた資料を基に資源の生態的特性，利用実態を明らかにし，資源量の推定を試みた。 

材料及び方法 

 調査対象漁協及び調査内容はこれまでとほぼ同様で，詳細については表 1及び図 1に示すとおりであ

る。また，徳島中央卸売市場において，体長測定調査を行った。 

1) 生物調査 

 平成 5～8年度の 4年間で 3706尾について，全長，体重，生殖腺重量，性，体色等を測定・観察す

るとともに，無眼側の耳石を実体顕微鏡で観察し，年齢を査定した。 

 また，ヒラメの移動・分散を把握するために本種の多獲期である 12～3月にかけて，天然魚にアン

カータグを装着し，標識放流を行った。 

2) 漁獲実態調査 

 主要漁協において，月別銘柄別漁獲言及び出漁隻数等を調査するとともに，漁獲物の全長組成を把

握するために水揚げ地において，漁獲物の全長を測定した。 

表 1 調査対象漁協及び調査項目 
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図 1 調査海域図 

（注） 

・図表の記号は対応する 

 

 また，小型魚を再放流したときの生き残こりを調べるために，小型底びき網で漁獲されたヒラメを

水槽内で飼育し，生残率を実験的に求めた。 

3) 標本船日誌調査 

 紀伊水道で操業する小型底びき網漁船に，出漁回数，操業位置及び漁獲量等を含む標本船日誌の記

帳を依頼した。 

4) 資源量推定 

 年齢別漁獲量を以下の手順で算出し，コホート解析によって資源量を推定した。 

① 産卵盛期が 3～4 月であることから誕生基準を 3 月初め，小型底びき網漁業における漁獲状況から

当歳魚の漁獲開始時期を 8月初めとする。 

② 標本漁協として，徳島市，福村（以上，紀伊水道海区），椿泊，牟岐町漁協（以上，太平洋海区）

の銘柄別漁獲量集計を用いる。 

③ 1年を 3～7月，8～11月，12～2月の 3期に分けて，標本漁協における漁獲伝票から銘柄別漁獲尾

数を求める。一部，尾数が不明である場合は精密測定結果の銘柄別平均体重から漁獲量を尾数に換

算する。 

④ 年齢－全長及び全長－体重関係から銘柄別年齢組成を得る。これを使って③で求めた銘柄別漁獲尾

数から年齢別漁獲尾数を得る。 

⑤ 農林水産統計では，漁獲量は紀伊水道海区と太平洋海区に分けて暦年集計されている。これによっ

て県下全域における年齢別漁獲尾数に引き延ばす。 
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図 2 ヒラメの耳石輪紋の模式図 

 

結果及び考察 

1) 生物調査 

 雌雄合わせて 1496 尾について，長軸方向に耳石の中心から縁辺部までの長さを R，外側から数え

て i番目の輪紋の最外部までの長さを riとして縁辺成長率 marginal growth index（以下，MGI）を 

 MGI＝（R－ri）／（ri－ri－1）＊100 

と定義し（図 2），調査年を区別せずに月ごとのMGIの変化を輪数ごとに求めた（図 3）。これより，

MGIが極大から極小に移る変曲点付近の時期に，輪紋は年 1輪形成されると考えられる。この輪紋形

成期が産卵盛期である 3～4月 1)とほぼ一致することから輪紋数は満年齢を表していると判断できる。

耳石径と全長の関係（図 4）および輪紋数 iごとの耳石径 riの平均値（表 2）から輪紋数すなわち満年

齢における全長が得られる（表 3）。これを von Bertalanffyの成長式に当てはめた結果，表 4に示す

パラメーターが得られた。成長式から雌雄それそれ満 1歳で 306mm，283mm，満 2歳で 459mm，395mm，

満 3歳で 573mm，477mmに成長すると推定された（図 5）。 
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図 3 ヒラメの耳石の縁辺成長率（MGI）の月変化 

●：雌，○：雄，垂直線：標準偏差 

 

 産卵期前の 12月から産卵盛期の 3月にかけて，4年間で 879尾（全長 16～90cm）の天然魚を標識

放流した。これまでに 30尾の再捕が報告され，再捕率は 3.41％である（表 5）。再捕魚の詳細は表 6

に示すとおりで，放流から再捕までの経過日数は最短で 5日，最長で 215日であった。経過日数を 3

段階に分けて放流場所からの移動について図 6に示した（比較的大きな移動は矢印で示した）。放流

後 30日以内に再捕された 12尾について，1尾だけ椿泊地先から和歌山県瀬戸埼沖へ移動がみられ，

残りの 11尾は放流場所近くで再捕された。放流後 30～100日で再捕された 12尾について，移動がみ

られたのは 3尾でそれぞれ吉野川河口沖合から青島周辺へ，椿泊地先から高知県室戸市椎名沖及び和

歌山県印南町津井沖への南下で，残りの 9尾は放流場所近くで再捕された。放流後 100日以上して再

捕された 6尾について，移動がみられたのは 2尾でそれぞれ阿部地先から蒲生田・伊島周辺及び沼島

北部沿岸への北上で，残り 4尾は放流場所近くで再捕された。 
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図 4 ヒラメの耳石径と全長の関係 

 

表 2 輪紋形成時のヒラメの耳石の平均径（上段：雌，下段：雄） 

 

 

表 3 満年齢時におけるヒラメの耳石径と全長の関係（上段：雌，下段：雄） 
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表 4 von Bertalanffyの成長式及び満年齢時における推定全長 

 

 

 

 

図 5 推定されたヒラメの成長量 
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表 5 ヒラメの標識放流調査 

 

 

 放流時における全長が 40cm 以上の個体を成魚，それ未満を未成魚と判断して，それらの移動を検

討した。成魚については比較的移動が大きかった 5尾が 2～4月に，移動が小さかった 15尾が 12～5

月に再捕された。一方，未成魚については移動が大きかった 1尾が 1月に，移動が小さかった 9尾が

12～8 月に再捕された。以上から本県紀伊水道～海部沿岸のヒラメは沿岸性が強いものの，特に成魚

では東西及び南北方向に短期間に比較的大きな産卵・索餌回遊するものと考えられる。 
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表 6 標識放流されたヒラメの再捕結果 
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図 6 標識放流されたヒラメの移動 

（○：放流場所，数：成魚，数：未成魚，アンダーライン：放流場所近辺で再捕されたもの） 
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2) 漁獲実態調査 

 1969～1996年のヒラメの漁獲量及び種苗の放流尾数の推移を図7に示した。全漁獲量は，1969～1980

年までは 17～35 トンでほぼ横ばい状態であったが，1981 年以降は 30 トンを超えて漸増し，1994 年

には最高 84トンであった。また，1984年からはヒラメ種苗の放流が本格化し，年によって放流尾数

は大きく変動するものの年間 8～36万尾が放流されている。近年では全漁獲量及び放流尾数ともに減

少している。 

 主要漁協におけるヒラメの漁獲量の月別合計の推移を図 8 に示した。漁獲量は例年 11 月から増大

し始め，1～2月に最高となり，その後減少して，6～10月は低水準で推移し，冬季に多獲されること

が分かる。次に，1994～1996年における主要漁協の年間漁獲量を表 7に示した。1994年に対する 1996

年の漁獲量の割合は，3年間で漁獲量が漸減した徳島市漁協で 84％，橘町漁協で 74％，牟岐町漁協で

94％，漸増した椿泊漁協で 133％，海部沿岸で 225％であった。 

 

図 7 ヒラメの漁獲量（農林水産統計年報）及び種苗放流尾数（日栽協種苗放流実績）の推移 

 

 

図 8 主要漁協におけるヒラメの月別漁獲量の推移 
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表 7 主要漁協におけるヒラメの年間漁獲量 

 

 

 小型底びき網漁業者 1名の協力で，1997年 1月 12日及び 3月 14日に，通常なら投棄されるサイズ

のヒラメも含め，漁獲されたすべての小型魚を活かした状態で水揚げしてもらい，それらをビニール

袋（酸素充塡）に入れて，約 1時間で試験場に搬送し，エアレーションを施した水槽に移し，無薬浴・

無給餌で約 1週間飼育した。両日に得られた供試魚は合わせて 147尾で，その全長は 11～25cmであ

った。生残個体と弊死個体の全長組成を図 9に示した。147尾中生残した個体は 57尾で生残率は 39％

であった。生残率は条件によって上下すると考えられるが，今回の結果では漁獲された全長 25cm 以

下のヒラメを海に放流したときに，5尾中 2尾弱が生残すると推定された。また，生残個体と弊死個

体の全長組成にほとんど違いはみられなかった。 

 

図 9 小型底びき網で漁獲されたヒラメの生残状況 

 

3) 標本船調査 

 小型底びき網漁船 1人乗り 2経営体，2人乗り 7経営体（うち 2経営体は兼業）の計 9経営体につ

いて，それぞれの出漁回数，網地及び操業パターンを表 8に示した。1人乗り経営体 a，bの年間平均

出漁回数は 154回（140～174）で，経営体 aは所属漁協の荷受け時間が無制限となる 12～3月に 1日
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中操業する昼夜曳きをすることから，操業日数は 9経営体中で最も多いと思われる。2人乗り底びき

専業経営体 c～gの年間平均出漁回数は 125回（93～179）で，経営体によって出漁回数に相当違いが

あった。2人乗り兼業経営体 h，iの年間平均出漁回数はそれぞれ 135回，53回で兼業であるワカメや

クロノリの養殖時期には沖に出漁せず，専ら養殖業に従事する。目合いについては春のタイエビ，夏

のハモ・コエビ，秋のアジ・ボウゼ・カマス・アナゴ・コエビ，冬のアカシタビラメ・マナガツオ・

ガザミ・クルマエビ等，その時期の漁獲対象に合わせて変化させている。 

 

表 8 標本船ごとの出漁回数及び操業パターン 
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表 8 標本船ごとの出漁回数及び操業パターン（続き） 

 
4) 資源量推定 

 3～7月，8～11月，12～2月の徳島市，福村，椿泊および海部沿岸 5漁協における銘柄別年齢組成

を表 9 に，年齢別漁獲尾数を表 10 に示した。更に瀬戸内海区，太平洋海区及び県下全域における年
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齢別漁獲尾数を表 11 に示した。得られた年齢別漁獲尾数から以下の手順で資源尾数，資源量，親魚

尾数を推定した。 

 

表 9 標本漁協における銘柄別の年齢別漁獲尾数の組成 

（Ⅰ期：12～2月，Ⅱ期：3～7月，Ⅲ期：8～11月） 
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表 10 漁協別に求めたヒラメの年齢別漁獲尾数 

 
 

表 11 海区別に求めたヒラメの年齢別漁獲尾数 

 

 

y年級の t～t＋1歳における全減少係数 Zy,tは t歳の漁獲尾数 Cy,tを用いて， 

Cy,t＋1／Cy,t＝EXP(－Zy,t) 

と表される。ヒラメの完全加入年齢は満 1歳と考えられることから，完全加入後の年齢別漁獲尾数の

自然対数値に直線回帰を当てはめて，全減少係数 Zを 1.29と推定した。このとき生残率 Sは， 

S＝EXP(－Z) 

より，0.28と計算される。また，自然死亡係数Mについては，M＝0.30とした。コホート解析で必要
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な最高年齢 T歳における漁獲係数 FT（ターミナル F）を， 

FT＝Z－M 

より 0.99とした。最高年齢に達した年級の T歳における資源尾数 NTは， 

NT＝CTZ／FT 

によって得られる。NTが得られれば，t歳の漁獲尾数 CtおよびMを用いて，Popeの近似式， 

Nt＝Nt＋1EXP(M)＋CtEXP(M／2) 

によって，順次若齢に逆上って資源尾数 Ntが得られる。資源は 3月初めに生まれて 8月初めから漁獲

加入することから当歳魚のMおよび Fは月数で比例配分して，7／12を掛けた値とした。資源尾数が

分かれば， 

Ft＝－ln(1－CtEXP(M／2)／Nt) 

によって，年齢別の漁獲係数 Ftが得られる。また，最近年の資源尾数 Ntは，漁獲係数 F の過去 3 年

間の平均値 Fave.を用いて， 

Nt＝Ct(M＋Fave.)／（Fave.(1－EXP(－M－Fave.))) 

によって得られる。このようにして得られた資源尾数，資源尾数に年齢別の平均体重及び成熟率をそ

れぞれ掛け合わせて資源量及び親魚量を求めた。これらを含むヒラメの資源量の推定結果を表 11 に

示した。1993～1996 年における資源尾数は 29～37 万尾，資源量は 140～175 トン，親魚量は 64～76

トンと推定された。 
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表 12 ヒラメの資源量の推定結果 

 

（注）雌雄の割合を 1：1としたときの年齢別平均体重（g）及び成熟率（％） 

0歳 165 0

1歳 494 25

2歳 1115 60

3歳 1984 100

4歳 2821 100

5歳 3298 100

6歳 5536 100

 


